
別紙３

の員 をの○
傍次会鉱 改二鉱公
線の規業 令正の業害
を表則等鉱和す規等等
付に第に業三る定に調
しよ二係等年規に係整
たり号るに一則基る委
部、）土係月をづ土員
分改の地る十次き地会
の正一利土四の、利規
よ前部用地日よ鉱用則
う欄をの利 う業の第
にに次調用 に等調一
改掲の整の 定に整号
めげよ手調 め係手
るるう続整 るる続
。規に等手 。土等

定改に続 地に
の正関等 利関
傍すすに 用す
線るる関 のる
を。法す 調法
付律る 整律
しの法 手（
た施律 続昭
部行の 等和
分等施 に二
をに行公 関十
こ関等害 す五
れすに等 る年
にる関調 法法
対規す整 律律
応則る委 の第
す（規員 施二
る昭則会 行百
改和の委 等九
正二一員 に十
後十部長 関二
欄六を す号
に年改 る）
掲土正井 規第
げ地す 則五
る調る勉 の十
規整規 一八
定委則 部条



［
４
～
７

略
］

［
４
～
７

同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

は
、
裁
定
委
員
長
は
、
委
員
会
の
職
員
に
こ
れ
を
朗
読
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

き
は
、
裁
定
委
員
長
は
、
委
員
会
の
職
員
に
こ
れ
を
朗
読
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
件
関
係
人
、
参
考
人
又
は
鑑
定
人
が
宣
誓
書
を
朗
読
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
件
関
係
人
、
参
考
人
又
は
鑑
定
人
が
宣
誓
書
を
朗
読
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

改

正

後

改

正

前

（
宣
誓
の
方
式
）

（
宣
誓
の
方
式
）

第
十
六
条
の
二

［
略
］

第
十
六
条
の
二

［
同
上
］

［
２

略
］

［
２

同
上
］

３

裁
定
委
員
長
は
、
事
件
関
係
人
、
参
考
人
又
は
鑑
定
人
に
宣
誓
書
を
朗
読
さ
せ
、
か
つ
、
こ
れ
に
署
名
さ
せ

３

裁
定
委
員
長
は
、
事
件
関
係
人
、
参
考
人
又
は
鑑
定
人
に
宣
誓
書
を
朗
読
さ
せ
、
か
つ
、
こ
れ
に
署
名
押
印



こ
の
規附
則
は則
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



す規をのう め四○
る定付傍次に公 る十公公
もをし線の改害 令。七害害
の改たを表正紛公和条紛等
を正規付にす争害三の争調
掲後定しよるの紛年規処整
げ欄（たり。処争一定理委
てに以部、理の月に法員
い掲下分改手処十基（会
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改そ改付七を に第
正の正し年改 関二
後標後た公正 す十
欄記欄部害す る六
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掲分対を調規公 則第
げが応こ整則害 の一
る異しれ委等 一項
対なてに員調 部、
象る掲対会整 を第
規もげ応規委 改四
定のるす則員 正十
ではそる第会 す二
改改の改三委 る条
正正標正号員 規の
前前記後）長 則十
欄欄部欄の を二
にに分に一 次第
こ掲に掲部井 の一
れげ二げを よ項
にる重る次勉 う及
対対傍規の にび
応象線定よ 定第



改

正

後

改

正

前

（
申
請
書
等
）

（
申
請
書
等
）

第
六
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
書
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
書
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
申
請
人
、
前
条
第
一
項
の
代
表

者
又
は
代
理
人
が
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

一

当
事
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二

当
事
者
の
一
方
が
申
請
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

［
新
設
］

三
～
九

［
略
］

二
～
八

［
同
上
］

［
２

略
］

［
２

同
上
］

（
参
加
申
立
書
）

（
参
加
申
立
書
）

第
十
条

［
略
］

第
十
条

［
同
上
］

２

第
六
条
第
一
項
（
第
八
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
前
項
の
書
面
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

２

第
六
条
第
一
項
（
第
七
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
前
項
の
書
面
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
一
項
第
五
号
中
「
あ
つ
せ
ん
、
調
停
又
は
仲
裁
を
求
め
る
事
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
参
加
を
求
め

て
、
同
条
第
一
項
第
四
号
中
「
あ
つ
せ
ん
、
調
停
又
は
仲
裁
を
求
め
る
事
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
参
加
を
求
め

る
調
停
事
件
の
表
示
並
び
に
参
加
に
よ
り
調
停
を
求
め
る
事
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

る
調
停
事
件
の
表
示
並
び
に
参
加
に
よ
り
調
停
を
求
め
る
事
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
申
請
書
）

（
申
請
書
）

第
三
十
四
条

法
第
四
十
二
条
の
十
二
第
一
項
の
書
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

第
三
十
四
条

法
第
四
十
二
条
の
十
二
第
一
項
の
書
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
申
請
人
又
は
代
理

い
。

人
が
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
一
～
八

略
］

［
一
～
八

同
上
］

［
２
・
３

略
］

［
２
・
３

同
上
］

（
宣
誓
）

（
宣
誓
）

第
四
十
八
条

［
略
］

第
四
十
八
条

［
同
上
］

２

宣
誓
は
、
当
事
者
、
参
考
人
又
は
鑑
定
人
に
宣
誓
書
を
朗
読
さ
せ
、
か
つ
、
こ
れ
に
署
名
さ
せ
て
し
な
け
れ

２

宣
誓
は
、
当
事
者
、
参
考
人
又
は
鑑
定
人
に
宣
誓
書
を
朗
読
さ
せ
、
か
つ
、
こ
れ
に
署
名
押
印
さ
せ
て
し
な

ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
３
～
５

略
］

［
３
～
５

同
上
］

（
証
拠
保
全
の
申
立
て
の
方
式
）

（
証
拠
保
全
の
申
立
て
の
方
式
）

第
四
十
九
条

［
略
］

第
四
十
九
条

［
同
上
］

２

前
項
の
書
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
書
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
申
立
人
又
は
代
理
人
が
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

申
立
人
及
び
代
理
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

［
新
設
］

二
～
五

［
略
］

一
～
四

［
同
上
］

［
３
・
４

略
］

［
３
・
４

同
上
］

（
法
第
四
十
二
条
の
三
十
第
二
項
の
申
立
て
の
方
式
）

（
法
第
四
十
二
条
の
三
十
第
二
項
の
申
立
て
の
方
式
）



備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

二
～
四

［
略
］

一

申
立
人
及
び
代
理
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

第
六
十
条

［
略
］

２

前
項
の
書
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
新
設
］

一
～
三

［
同
上
］

い
。

第
六
十
条

［
同
上
］

２

前
項
の
書
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
申
立
人
又
は
代
理
人
が
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な



こ
の
規附
則
は則
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


